
地域提案型

平成20年度 採択内定案件

I．提案事業の概要

1．国名 モロッコ

2．事業名 モロッコ王国ウジュダ-アンガッド府における緑地帯維持管理能⼒向上事業

3．事業の背景と必要性 モロッコ王国北東部に位置するウジュダ・アンガット府は、降⾬量が少ない（年間200〜300mm）乾燥地帯であり、既にウジュダ市の南60kmま
で砂漠化が進⾏するなど温暖化による環境問題を抱えている。モロッコでは緑化政策は基本的に市町村が管轄するが、同府は事態の深刻化を受
け、平成16年以降、府の苗圃で樹⽊等を⽣産・育成・管理するなど予算を増やし、緑化を進める市町村への⽀援を強化している。また、同府のム
ハンマドI世（ウジュダ）⼤学理学部では、平成21年から平成22年にかけて、乾燥に耐えうる緑地整備技術や緑地エンジニア養成のためのコース
設置構想があるなど、官学共に緑化推進及び推進するための⼈材育成に向けて体制を強化している。そこで、乾燥及び⽔資源不⾜による緑化植物
への⽔不⾜、サハラ砂漠拡⼤の防⽌既存の森林保護（不法伐採の防⽌）・森林再⽣、緑地計画・緑化技術及び管理技術レベルに関し、⽇本の取
組みや先進的緑化⼯法・技術・管理⼿法について研修を⾏うことにより、ウジュダアンガット府の持続可能な緑化推進技術の確⽴と緑化推進、
温暖化防⽌を図ろうとするものである。

4．事業の⽬的 乾燥及び⽔資源不⾜による緑化植物への⽔不⾜、サハラ砂漠拡⼤の防⽌既存の森林保護（不法伐採の防⽌）・森林再⽣、緑地計画・緑化技術及
び管理技術レベルに関し、⽇本の取組みや先進的緑化⼯法・技術・管理⼿法について理解を深める。また、直⾯する諸課題と対処⽅法について関
係者間（受⼊先や学⽣等）で議論を⾏い、同府の事情に適した⽇本技術の活⽤⽅法について⽅向性を⾒出すことを⽬標とする。

5．対象地域 モロッコ王国ウジュダ・アンガッド府

6．受益者層 ウジュダ・アンガッド府全域

7．活動及び期待される成果 成果
1）⽇本における緑化の取り組みを理解する。
2）森林保護のための地域住⺠への環境教育の重要さ、森林再⽣のための現地⾃⽣種（固有種）活⽤について理解する。
3）緑地計画作成の重要性と具体的作成⽅法を理解し、⽇本の緑化⼯法技術や緑化⽊・庭園⽊の管理技術を習得する。

活動
第1年次 研修員受⼊ 1名
第2年次 研修員受⼊ 1名
第3年次 研修員受⼊ 1名、専⾨家派遣2名

＜研修項⽬＞

1）乾燥地の⽣態系修復、乾燥地の⼟壌改良・灌漑技術
2）地域住⺠と⾏政との連携、⽣物多様性と緑化、⽣物多様性国家戦略
3-1）緑地計画︓緑の基本計画
3-2）地球温暖化防⽌︓地球温暖化対策⼯法
3-3）微気象緩和︓特殊空間の緑化技術、屋上緑化の最新技術、機能植栽
3-4）環境緑化︓最新のり⾯緑化⼯法、湖岸・河川植⽣の再⽣
3-5）緑地・庭園管理︓庭園史・庭園様式、庭園計画、海外の⽇本庭園事例
3-6）栽培技術︓花卉栽培、樹⽊栽培

＜専⾨家派遣（第3年次のみ）＞

岐⾩県⽴国際園芸アカデミーの専⾨家を現地に派遣し、現場において各研修員に技術指導を⾏うと共に、持続可能な緑化活動に関して府等関係者
の理解を促進するため、意⾒交換会や講習会等を実施。

8．実施期間 平成21年5⽉〜平成23年11⽉

9．事業の実施体制 岐⾩県国際課が連絡調整機関となり、岐⾩県国際園芸アカデミーと協⼒しながら、事業を実施する。

II．実施団体の概要

1．団体名（提案⾃治体） 岐⾩県総合企画部国際課（岐⾩県）

2．対象国との関係、協⼒実績 アブデルカデル・ルシェヘブ前駐⽇モロッコ王国⼤使を通じてウジュダ・アンガッド府（⼤使出⾝地）から岐⾩県に協⼒関係構築の要請があった
ことが両県府の関係の発端。平成19年8⽉27⽇に知事が同府を訪問し、「岐⾩県とウジュダ・アンガッド府の友好関係に関する覚書」に署名。

同府は技術交流を通じた⼈材養成に関⼼が⾼く、今後、県として協⼒していく⽅針。

また県教育委員会では、情操教育分野（⾳楽、体育、図画⼯作）において現職教員のボランティアを応募し、平成22年度より協⼒隊員として同府
に派遣する⽅向で準備中。


